
　

４
月
22
日
、
神
戸
市
北
区
で
地
盤
沈
下
に
よ
る
事
故
が
あ
り
、

作
業
員
２
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
５
月
19
日
に
は
箕
面

市
内
の
工
事
現
場
で
事
故
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

高
槻
市
域
で
は
地
盤
な
ど
事
前
に
ど
の
よ
う
な
調
査
を
し
て
い

た
の
か
、
ま
た
事
故
後
の
工
事
の
再
点
検
の
内
容
を
質
問
し
ま
し

た
。

　

ネ
ク
ス
コ
西
日
本
は
地
盤
調
査
に
つ
い
て
は
、
土
砂
・
軟
岩
・

硬
岩
な
ど
、地
山
の
種
類
ご
と
に
、地
盤
を
調
査
し
た
う
え
、設
計
・

施
行
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
管
理
基
準
を
作
り
、
２
０
０
０
項
目

　

補
正
予
算
で
補
助
金
を
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
保

育
所
と
民
間
事
業
者
の
２
箇
所
が
申
請
し
て
い
ま
す
。
芥
川
地
域

の
民
間
事
業
者
の
学
童
保
育
所
は
保
護
者
の
多
様
な
要
望
に
答
え

て
、
規
定
外
の
サ
ー
ビ
ス
以
外
に
夕
食
代
、
入
浴
代
、
送
迎
代
な

　

国
は
待
機
児
を
な
く
す
た
め
に
、
保
育
士
を
、
保
育
補
助
員
に
一

定
数
置
き
換
え
る
な
ど
、
保
育
士
の
配
置
基
準
を
緩
和
し
、
保
育
の

質
の
低
下
で
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

１
歳
児
の
国
基
準
は
子
ど
も
６
人
に
保
育
士
１
人
で
す
。
１
人

で
保
育
す
る
の
は
問
題
が
あ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
独
自
で

国
基
準
以
上
に
保
育
士
を
配
置
し
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。
高
槻

市
も
国
基
準
以
上
の
配
置
を
し
て
い
ま
す
。

　

19
人
の
保
育
補
助
員
を
朝
夕
の
時
間
帯
に
、
４
人
を
障
害
児
保

育
の
た
め
に
加
配
し
て
い
ま
す
。

　

保
育
士
の
配
置
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
、
ま
た
民
間
保
育
所
へ
も

指
導
を
す
る
よ
う
に
要
望
し
ま
し
た
。
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出町ゆかり

国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て

新
名
神・ア
ク
セ
ス
道
路
は
利
便
性
よ
り
も
安
全
性
を

新
名
神・ア
ク
セ
ス
道
路
は
利
便
性
よ
り
も
安
全
性
を

子
ど
も・子
育
て

　
　
支
援
制
度
に
つ
い
て

子
ど
も・子
育
て

　
　
支
援
制
度
に
つ
い
て

国
の
保
育
所・保
育
士
配
置
基
準
は
問
題

６
月
議
会・一
般
質
問

中
村
れ
い
子

　

国
が
示
し
た
２
０
１
８
年
度
か
ら
の
、
国
保
の
都
道
府
県
化
に

と
も
な
い
、
大
阪
府
が
「
納
付
金
」
や
「
統
一
保
険
料
」
な
ど
の

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
府
内
、
市
町
村
の
国
保
会
計
に
お
い
て
、

１
９
７
０
年
代
は
収
入
の
50
％
以
上
を
占
め
て
い
た
国
庫
支
出
金

は
、
２
０
１
４
年
に
は
24
・
５
％
ま
で
減
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

が
国
保
会
計
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

　

国
保
は
、
社
会
保
障
の
制
度
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
国
や
地
方

自
治
体
は
、
所
得
の
少
な
い
人
、
全
く
な
い
人
で
も
、
保
険
料
が

払
え
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
、
と
訴
え
ま
し
た
。
広
域
化
に
と

も
な
っ
て
、
市
が
今
ま
で
努
力
し
て
き
た
、
収
入
の
少
な
い
世
帯

へ
の
減
免
制
度
や
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
取
組
み
な
ど

を
引
き
続
き
実
施
で
き
る
よ
う
に
大
阪
府
に
強
く
要
望
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

の
点
検
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
再
点
検
を
し
て
い
る
と
市
は
答
弁
。

　

高
槻
東
道
路
の
工
事
で
も
、
昨
年
10
月
か
ら
、
建
設
資
材
が
倒

れ
る
事
故
や
ク
レ
ー
ン
車
の
転
倒
事
故
が
２
件
あ
り
、
作
業
員
の

方
が
骨
折
を
し
て
い
ま
す
。

　

高
槻
東
道
路
の
事
故
は
手
順
を
怠
っ
た
初
歩
的
事
故
だ
と
指

摘
。
だ
か
ら
こ
そ
、
毎
日
の
点
検
が
必
要
で
、
工
事
全
体
の
管
理

が
大
切
だ
と
訴
え
ま
し
た
。
大
阪
府
に
対
し
て
も
、
工
事
の
あ
り

方
の
再
点
検
を
求
め
ま
し
た
。

民
間
学
童
保
育
に
つ
い
て

民
間
学
童
保
育
に
つ
い
て

ど
の
追
加
料
金
を
と
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
般
的
な
学
童

保
育
と
は
違
い
ま
す
。
預
け
る
保
護
者
は
民
間
を
希
望
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
公
立
学
童
の
待
機
児
解

消
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
園
庭
が
な
い

こ
と
な
ど
問
題
だ
と
、
市
の
指
導
を

強
く
求
め
ま
し
た
。
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総
合
事
業
の
介
護
予
防・生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て

総
合
事
業
の
介
護
予
防・生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て

 

　

７
月
７
日
、
高
齢
福
祉
審
議
会
が
開
か
れ
、
き
よ
た
議
員
が
出
席
し
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

来
年
度
か
ら
、
総
合
事
業
の
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
導
入
さ
れ
、
要
支
援
者
は
訪
問
介
護
や
通
所
介
護
な
ど
、
介
護
保

険
制
度
や
市
の
総
合
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
質
　
問
】

　

国
が
介
護
予
防
訪
問
介
護
と
介
護
予
防
通
所
介
護
を
総
合
事
業

に
移
行
す
る
理
由
は
。

【
回
　
答
】

　

国
は
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５
年
に
向
け

て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
業
者
等
の
専
門
的
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
不
足

が
危
惧
さ
れ
て
お
り
、
地
域
に
お
い
て
高
齢
者
を
支
え
る
仕
組
み

づ
く
り
と
し
て
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

【
質
　
問
】

　

25
項
目
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
認
知
機
能
に
つ
い
て
も
判
断
で

き
る
の
か
。
ま
た
、
介
護
保
険
制
度
は
、
毎
年
一
回
の
更
新
時
に
、

状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
総
合
事
業
で
は
、

事
業
所
や
本
人
か
ら
の
申
し
出
が
な
い
か
ぎ
り
、
状
態
の
確
認
は

し
ま
せ
ん
。

【
回
　
答
】

　

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
身
体
的
・
精
神
的
状
態
を
確
認
し
、

自
立
し
た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
を
判
断

す
る
た
め
の
も
の
で
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
る
た
め
に
実

施
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
が
適
宜
、

ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
等
で

本
人
の
状
況
の
確
認
を
行
い
、
必
要
な
場
合
は
要
介
護
認
定
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

【
質
　
問
】

　

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
実
際
に
担
う
主
体
は
ど
こ
に
な
る
の
で
す

か
。
受
け
皿
は
あ
る
の
で
す
か
。

【
回
　
答
】

　

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
民
間
事
業

所
等
を
想
定
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
緩
和
さ
れ
た
基
準
の

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
参
入
に
つ
い
て

は
、
参
入
意
向
の
あ
る
事
業
所
が
あ
れ
ば
、
参
入
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
意
　
見
】

　

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
所
が
事
業
と
し
て
成
り
立

つ
の
か
問
題
で
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
は
、
街
か
ど
デ
イ
ハ
ウ

ス
が
担
い
手
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
で
も
担
い
手
不

足
で
、
報
酬
が
下
げ
ら
れ
た
サ
ー
ビ
ス
を
続
け
る
こ
と
は
、
大
変

困
難
で
す
。
国
に
責
任
を
果
た
す
よ
う
求
め
る
と
と
も
に
、
総
合

事
業
に
要
支
援
者
を
移
行
す
る
こ
と
を
や
め
る
よ
う
に
要
望
し
て

く
だ
さ
い
。

高槻市訪問型サービスの素案

高槻市通所型サービス（デイサービス）の素案（抜粋）

サービス内容

基　準

基　準

サービス内容

通所介護と同様の
サービス内容

高齢者の閉じこもりや
自立支援に資する
通所事業

サービス利用
回数

サービス利用
回数

利用者負担

利用者負担

対象となる
サービス提供
の考え方

対象となる
サービス提供
の考え方

①総合事業への移行
時点で介護予防通
所介護を利用してお
り、引き続き専門的な
サービスが必要なケ
ース
②ケアマネジメントで専
門的なサービスが必
要と認められるケース

①総合事業への移行
時点で介護予防訪
問介護を利用してお
り、引き続き専門的な
サービスが必要なケ
ース
②ケアマネジメントで専
門的なサービスが必
要と認められるケース

①身体介護は必要ない
が、掃除、買い物、調
理等に一部援助が
必要なケース

１割または２割の負担

１割または２割の負担 １回２００円（定額）

現行の予防給付同様

現行の予防給付同様 週２回まで

現行の訪問介護担当

現行の通所介護担当

多様なサービス

多様なサービス

生活援助

要支援１・事業対象者
週１回まで
要支援２・週２回まで

訪問介護員による身体
介護、生活援助

１割または２割の負担

①身の回りは概ね自立
できているが、ひとり
での外出が困難で閉
じこもりがちなケース
②ADL・IADLの改善に
向けた支援が必要な
ケース
　※入浴・食事はなし
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